
特集 ： 小麦の伝統を 「うきは」 から未来へ

初夏にうきはの地を黄金色に染める 「小麦」。 うきは （旧浮羽郡） 産

100% の小麦粉である 「うきはん小麦」 を広く知ってもらうために立

ち上がった 「小麦活性化プロジェクト」 の活動をお届けします。
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うきは市で収穫される主な品種は、パン向けの強力粉「ミうきは市で収穫される主な品種は、パン向けの強力粉「ミ
ナミノカオリ」、うどん向けの中力粉「チクゴイズミ」、スイーナミノカオリ」、うどん向けの中力粉「チクゴイズミ」、スイー
ツ向けの薄力粉「シロガネコムギ」です。「うきはん小麦」ツ向けの薄力粉「シロガネコムギ」です。「うきはん小麦」
の取扱店は二次元コードからご覧いただけます。の取扱店は二次元コードからご覧いただけます。
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知
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麦
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知
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収穫した小麦は
なんになるんだろう ？

松尾 潤一 松尾 潤一 さんさん

うきは小麦活性化プロジェクトうきは小麦活性化プロジェクト
代表代表

みんなで
Let's  収穫！

うきはの小麦粉のはなし 浮羽究真館高校生との連携

浮羽究真館高校の部活動「小麦プロジェクト部」では、浮羽究真館高校の部活動「小麦プロジェクト部」では、
生徒たちがうきはの小麦を使ったメニューを考え、商品開生徒たちがうきはの小麦を使ったメニューを考え、商品開
発に取り組んでいます。また、小麦活性化プロジェクトの発に取り組んでいます。また、小麦活性化プロジェクトの
ロゴマークも生徒たちが制作しました。ロゴマークも生徒たちが制作しました。

▲ 生徒たちが制作したロゴマーク▲ 生徒たちが制作したロゴマーク


